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日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

〈特集：日仏演劇協会創立 60周年〉 

 

日仏演劇協会、この 8 年間を振り返って 

片山 幹生 

 

 

2020 年の新型コロナがはじまった年に私は日仏演劇協会の事務局長になり、三年目の今年度をもって

事務局長および実行委員を退くことにしました。私が実行委員になったのは、Gmail のメールボックスを

検索したところ、おそらく 2015 年度からです。日仏演劇協会に加入したのは 2010 年頃だったように思

います。加入した後も実行委員になるまでは、日仏演劇協会の活動にはほとんど参加していませんでした。

私が日仏演劇協会に実質的に関わったこの 8 年は協会にとってはあまり明るい時代だったとは言えない

でしょう。1960 年春に設立された日仏演劇協会ですが、長い年月のあいだに活動には当然何度も波があ

ったはずですが、私が実行委員になった 2015 年度にはあきらかに会の活動は停滞していました。私は早

稲田大学文学部・文化構想学部で非常勤講師として同僚だった齋藤公一先生に声をかけられて、日仏演劇

協会の実行委員に加わりました。この年には私のほかに横山義志氏も実行委員に加わりました。当時の副

会長は佐伯隆幸氏、事務局長は根岸徹郎氏でした。 

実行委員として私は主にイベント企画を担当していました。最初に企画したイベントは、2015 年 10 月

23 日（金）に専修大学で行った《2015 年のアヴィニョン演劇祭概観～今シーズンのフランス演劇の注目

作品をめぐって》というものでした。アヴィニョン演劇祭を見てこられた横山義志氏に私が話しを聞くと

いうスタイルの催しでしたが、広報活動が行き届かなかったため、実行委員を除くとごく数名の聴衆しか

いなかったことを覚えています。会報のバックナンバーの活動記録を見ると、2015 年度に行われたイベ

ントはこれだけでした。そしてその前のイベントは、2014 年 5 月 14 日の総会終了後に日仏会館で行われ

たシンポジウム《20 世紀の演出家の時代をめぐって～パトリス・シェローを中心にして》（佐藤信氏、

渡邊守章氏、坂原眞理氏）に遡りますので、一年以上にわたって協会は何のイベントも実施していなかっ

たことにあります。2015 年度には総会も開催されませんでしたし、会報も発行されませんでした。この

突然の活動停滞の原因は私にはわかりません。 

2016 年度は運営体制の見直しが行われ、活動にてこ入れが行われます。私も実行委員になって 2 年目

ということもあり、協会の運営に積極的に関わるようになりました。会報の復刊 7 号（2017 年 5 月発行）

の活動記録によると、2016 年度には講演会が 2 回、研究会が 2 回開催されています。2017 年 1 月 21 日

には、副会長の佐伯隆幸氏の逝去という悲しい出来事がありました。 

2017 年度も活発な活動が継続されました。2017 年度内に 5 つのイベントが実施されています。ただこ

の勢いは 2018 年度に入ると急速に衰えます。2018 年の春に刊行されるはずだった会報の復刊 8 号が実

際に刊行されたのは、2020 年の 2 月末でした。2018 年以降は実行委員会も開催されなくなり、2018 年

後半以降、日仏演劇協会は実質的に再び無活動の状態に陥ってしまいました。 
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2020 年 1 月 9 日に、私の呼びかけで実行委員会が開催されました。一実行委員に過ぎなかった私が実

行委員会開催を呼びかけたのは、2019 年夏から秋にかけて日仏演劇協会に入会申込みがあったにも関わ

らず、それがずっと放置されたままであったことに我慢がならなかったからです。ほぼ無活動の状況が一

年以上続くなかで、入会希望者がいても対応できないのであれば、組織としてはもう使命は終えたと考え

るべきではないかと私は思いました。ただ半世紀以上の歴史を有する公的な団体であり、しかもこの状況

で会費を徴収し、繰越金も口座に残っているのだから、組織をたたむにしてもしかるべき始末はつける必

要があると考えたのです。 

2020 年 1 月 9 日の実行委員会で、根岸徹郎氏に代わり、私、片山幹生が事務局長を引き継ぐことにな

りました。ただし 2020 年 6 月 27 日に開催された総会で正式に承認されるまでは、臨時の事務局長とい

う身分でした。事務局長になってまず行ったことは、刊行が 3 年近く滞っていた会報復刊 8 号の刊行、

それから会計状況の確認、会員情報の整理でした。 

私が事務局長に就任した直後の 2020 年 2 月からは新型コロナ禍がはじまり、人が集まる機会を作るこ

とが困難になってしまいました。日仏演劇協会の重要な意義は、イベント開催などを通じて日仏演劇に関

心を持つさまざまな人たちを結びつけることにある、また人が集まり知り合うことによって会の求心力が

生まれると私は考えていますので、新型コロナ禍は大きな痛手でした。2000 年 6 月の総会後の講演会で

は、当協会名誉会長の渡邊守章氏と現会長の伊藤洋氏の対談を日仏会館で行うべく準備を進めていたので

すが、4 月 11 日に渡邊守章氏が急逝されるという悲しい出来事がありました。前途多難という感じでの

新体制のスタートでしたが、Zoom を使って二、三ヶ月に一度のペースで実行委員会を開き、2000 年 6

月以降、年に 5、6 度のイベントをオンラインで実施することができました。昨年 1 月からは対面でのイ

ベントも再開されています。会報も紙媒体の会報は 2020 年 2 月に発行された復刊 8 号が最後となりまし

たが、新しい編集担当者である北原まり子氏によって復刊 9 号、10 号、そしてこの文章が掲載される 11

号と、充実した内容のものが PDF ファイルのかたちで刊行されています。会員数も少しずつですが増え

てきました。 

協会はもう解散してもしかたない、という思いで事務局長を引き継いだのですが、明るい兆しが見えな

いでもありません。今後、若い世代の会員たちによって、協会がさらに活性化し、日仏演劇交流がさらに

盛んになることを願っています。 

 

（日仏演劇協会事務局長） 


